
 

 

 

 

山形県総合文化芸術館（ 文化機能）  

管理運営業務仕様書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ６ 年 ６ 月 

山 形 県 

 





 1

 こ の仕様書は、 指定管理者が山形県総合文化芸術館（ 以下「 総合文化芸術館」 と いう 。） のう

ち、 大ホール、 スタ ジオ、 練習室、 多目的スペース等（ 以下「 文化機能」 と いう 。） の管理運営

及び施設全体の維持管理を行う に当たり 、 山形県が文化機能指定管理者（ 以下「 指定管理者」 と

いう 。） に要求する 業務の内容及び水準等を 示すも のです。  

 

１  設置目的 

総合文化芸術館は、 県内最大の収容力を有する 2, 001 席の大ホールや県産品を取り 扱う シ

ョ ッ プ等を有し 、 本県の文化芸術活動の拠点、 多様な交流及び本県の魅力の発信の拠点と し

て、 地域活性化に資する複合文化施設です。  

大ホールやスタ ジオ、 イ ベント 広場など充実し た施設・ 設備を 活用し 、 多種多様な事業や交

流人口の拡大に資するイ ベン ト を 実施し ます。 また、 県産品を 取り 扱う ショ ッ プ及び県産食

材を 活用し た飲食店で構成する 「 山形魅力発信モール（ 以下「 魅力発信モール」 と いう 。）」

は、 本県のアンテナショ ッ プと し て山形県の魅力を 県内外に発信し 、 広域的な誘客・ 交流や県

内各地での賑わい創出を促進し ます。  

 

２  施設の概要 

（ １ ） 大ホール 

   <客席> 2, 001 席（ ３ 層構造）、 車いす使用者用スペース６ 席、 多用途鑑賞室（ 仮称） ２ 室 

     <舞台> 開口 20m（ 舞台全幅 57m）、奥行 20m、プロセニアム開口（ 最大幅 20m、同高さ 12ｍ）  

   <設備> オーケスト ラ 迫り 、 舞台吊物機構、 各種音響設備 

（ ２ ） 楽屋 10 室（ 小楽屋４ 室、 中楽屋３ 室、 大楽屋３ 室）  

（ ３ ） スタ ジオ ２ 室 

（ ４ ） 練習室 ４ 室 

（ ５ ） 会議室 ３ 室 

（ ６ ） 多目的スペース（ ロビー、 ピ ロティ 、 イ ベント 広場）  

（ ７ ） 管理部門（ 事務室、 防災セン タ ー 等）  

（ ８ ） 常設託児室、 授乳室、 救護室 

（ ９ ） 防災備蓄倉庫 

（ 10） 駐車場（ 一般利用者用駐車場、 管理用駐車場）  

（ 11） 駐輪場 

（ 12） 魅力発信モール（ 別紙１ ）  

※詳細は別添「 山形県総合文化芸術館施設概要書」 を参照し てく ださ い。  

 

 

３  管理運営に対する基本的な考え方 

  文化機能を 管理運営するにあたり 、 次に掲げる項目に沿っ て行っ てく ださ い。  

（ １ ） 文化芸術基本法（ 平成 13 年法律第 148 号）、 劇場、 音楽堂等の活性化に関する法律（ 平成

24 年法律第 49 号）、 劇場、 音楽堂等の事業の活性化のための取組に関する 指針（ 平成 25 年

文部科学省告示第 60 号） 及び山形県文化基本条例（ 平成 30 年３ 月県条例第 35 号） の趣旨

を 踏まえた運営を 行う こ と 。  

（ ２ ） 本県の「 文化・ 芸術活動の拠点」 と し て、 また、 2, 001 席の収容力と 全国有数の広い舞台

を 活かし 、 多様な文化芸術に触れる 機会を 県民等に提供するこ と 。  
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（ ３ ） 大ホールだけでなく 、共有スペースやスタ ジオやイ ベント 広場なども 含む施設全体を 活用

し 、 気軽に訪れていただけるよう な多様な事業を 実施するこ と 。  

（ ４ ） 魅力発信モール指定管理者と の連絡調整を 密にし て、 本県の文化・ 産業・ 観光の魅力を発

信すると と も に、利用客を 呼び込み、交流人口の拡大と 賑わいの創出を図る事業を 展開する

こ と 。  

（ ５ ） 事業の実施にあたっ ては、 積極的な営業活動のほか、 他県類似施設や関係機関と の連携・

交流を積極的に行い効果的・ 効率的な実施を図る と と も に、 市町村、 県内文化施設、 県内文

化芸術団体、 大学等高等教育機関、 地元商店会等と の連携・ 協働による 事業を 積極的に実施

し 、 事業実施効果の拡大を 図るこ と 。  

（ ６ ） 早朝利用や延長利用等の要望への対応や、 大型イ ベン ト の受付開始時期の前倒し 等、 利用

者側のニーズを 踏まえ、 利用者に選んでいただける柔軟な管理運営に努めるこ と 。  

（ ７ ） 事業企画の経験を 有する人材、 舞台設備技術者、 広報やデザイ ン の知識を有する人材など

を 適切に配置し 、 安全かつ効果的な施設運営を図るこ と 。  

（ ８ ） 施設の稼働率を高めて利用料金収入を確保するほか、 事業実施に係る補助金・ 助成金の獲

得、 寄附・ 協賛の募集など外部資金の活用による 積極的な財源確保を 図るこ と 。  

（ ９ ） ロビーや、 大ホールのイ ベン ト が無い場合のホワイ エの貸出など、 施設機能の有効活用を

図るこ と 。  

（ 10） 館内施設・ 設備及び物品の維持管理を適切に行う こ と 。  

（ 11） 公の施設であるこ と から 、 公平な運営を 行う こ と 。  

（ 12） 個人情報の保護を 徹底するこ と 。  

（ 13） 経営の視点に立っ た効率的な事務事業に努め、 効果的な管理運営を行い、 経費の削減に努

めるこ と 。  

 

４  指定期間 

  令和７ 年４ 月１ 日から 令和 12 年３ 月 31 日まで（ ５ 年）  

  

５  指定管理者が行う 業務の基準 

  経営資源を 有効に活用し 、 施設の設置目的を 効果的かつ効率的に達成する こ と ができ るよ

う 、 施設の管理運営全般にわたり 、 経営マネジメ ント を 重視し 、 人的・ 経営的基盤を整え、 安

定的な管理運営に努めてく ださ い。  

 

５ －１  開館時間及び休館日 

  開館時間及び休館日については、 以下を踏まえて設定し てく ださ い。  

 

（ １ ） 開館時間 

   開館時間は、「 午前９ 時から 午後 10 時」 を最短時間と し 、 利用者の利便性を 踏まえて提案

し てく ださ い。  

 

（ ２ ） 休館日 

  ア 休館日については条例上の定めはあり ませんが、職員の労働環境への配慮や施設・ 設備

の保守点検の必要性、周辺公共施設等と の兼ね合い等を 踏まえて設定し てく ださ い。なお、

指定管理料は週１ 日及び年末年始を 休館日と し て積算し ており ます。  
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  イ  ただし 、 催事の関係等で、 設定し た休館日に開館する 必要が生じ たと き 、 また、 臨時開

館の代休や保守点検等の都合等によ り 臨時に休館する 必要が生じ たと き は、 あら かじ め

知事の承認を 受けて臨時に開館・ 休館するこ と ができ ます。 その場合は、 魅力発信モール

指定管理者側と 事前に調整し てく ださ い。  

  ウ なお、文化機能が休館日の場合でも 、魅力発信モール側が営業する 場合があり ますので、

施設の維持管理（ 設備運転等） については対応し てく ださ い。  

 

 ＜条例の規定（ 抜粋） ＞ 

（ 指定管理者が行う 管理の基準）  

第８ 条 指定管理者は、 次に掲げる基準に従い、 総合文化芸術館の管理を 行う も のと する。 

( 1)  別表第１ 第１ 項に掲げる施設（ 大ホール、 楽屋、 スタ ジオ、 練習室、 会議室、 多目的 

スペース） については、 午前９ 時から 午後 10 時までの時間は閉館時間と し ないこ と と  

し 、 それ以外の時間も 使用者の利便性に配慮し て利用でき るこ と と するこ と 。  

( 2)  その他文化芸術館の管理上知事が必要と 認める基準 

２  指定管理者は、 あら かじ め知事の承認を 受けて総合文化芸術館の開館時間及び休館日

を 定めるも のと する。  

３  知事は、前項の承認を し たと き は、速やかに当該承認を し た開館時間及び休館日を公示

するも のと する 。  

４  第１ 項及び第２ 項の規定にかかわら ず、 指定管理者は、必要があると 認めると き は、 あ

ら かじ め知事の承認を 受けて、総合文化芸術館を 臨時に開館し 、又は休館するこ と ができ

る。  

 

 

５ －２  運営組織 

  職員構成については、次の業務内容に対し て十分なサービ スが可能なも のと なるよう 、適切

な人員配置を行う こ と 。 なお、 ホール運営の専門性に十分配慮するこ と 。  

 ＜業務内容及び配置が必要な人材＞ 

業務内容 配置が必要な人材 

（ １ ） 総括 類似施設の管理運営に関する 知識・ 経験を 有する 人材 

（ ２ ） 総務・ 経理担当 一般事務、 経理に関する知識・ 経験を有する人材 

（ ３ ） 企画事業・ 自主事

業担当 

舞台芸術を はじ め幅広い分野の事業に係る 企画・ 制作に関する

知識・ 経験を 十分に有する人材 

（ ４ ） 貸館事業担当 貸館の手続き や流れ、 営業活動に関する知識・ 経験を 有する人

材 

（ ５ ） 広報宣伝等担当 広報・ Ｐ Ｒ 等に関する知識・ 経験を 有する 人材 

（ ６ ） 舞台技術管理担当 舞台設備の運転操作に関する 知識・ 経験を 十分に有する人材 

（ ７ ） 常設託児室担当 保育士資格を 有する 者を 含めた適切な保育サービ スを 提供でき

る人材 

（ ８ ） 施設維持管理担当 建物や設備の維持管理の知識・ 経験を有する人材 

  ※（ １ ） の業務について、 常勤の管理責任者を指定する こ と 。 また、 各業務担当に主責任者を

置く と と も に、（ ２ ） ～（ ６ ） の担当の主責任者は常勤と する こ と 。  
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  ※（ １ ） ～（ ６ ） の業務について概ね 27 名程度の職員によるこ と を想定し ている。  

  ※「 芸術監督」「 プロデュ ーサー」 等のポスト については提案による も のと するが、 業務担

当者に十分な知識と 経験が認めら れ、事業の企画実施や補助金・ 助成金確保に支障が無い

場合には必置と はし ない。  

 

５ －３  管理運営に関する協議等を行う 会議 

  総合文化芸術館全体の適切かつ効率的な運営と 、 県、 指定管理者、 魅力発信モール指定管理

者及びその他関係者間の調整並びに連携強化を図るため、 適宜、 管理運営に関する協議等を行

う 会議を 主催し てく ださ い。  

 また、 県が主催する 会議に出席し 、 県が求める 資料を 提供し てく ださ い。  

 

５ －４  施設等（ 駐車場を除く ） の使用許可等に関する業務 

  山形県総合文化芸術館条例（ 平成 30 年３ 月県条例第 36 号。以下「 総合文化芸術館条例」と いう 。）

に基づき 指定管理者が行う 施設等の使用許可等の業務は、 次のと おり です。  

  事業計画書に、 指定管理者が行う 具体的な使用許可の受付手続き 等を記載し てく ださ い。  

 

（ １ ） 施設及び設備の使用許可等 

  ア 施設等の使用許可（ 総合文化芸術館条例第２ 条第１ 項、 第２ 項）  

    施設等（ 大ホール、 楽屋、 スタ ジオ、 練習室、 会議室、 多目的スペース、 設備） を 使用

さ せる と き は、 指定管理者の許可が必要です。  

    使用許可の手続き に係る県の方針は以下のと おり です。県の方針を 基本と し 、指定管理

者において使用許可の手順書、 利用規則等を定め、 公表し てく ださ い。  

 

＜使用許可の手続き に係る県の方針＞ 

   （ １ ） 基本方針 

     ア  県民の鑑賞機会の確保や賑わい創出の観点から 、 本番での利用を 優先し て受け

付ける こ と 。  

     イ  大ホールの本番利用の受付は「 利用の 13 ヶ 月前から 受付」 を基本と し 、 イ ベン

ト 主催者の利便性向上を 図るこ と 。  

       ウ 各種コ ン ク ールの全国、 東北大会等、 大規模なコ ンベンショ ンや学会、 準備等に

時間を 要する 全国的な公演など 、 文化芸術の振興や交流拡大の効果が高いも のに

ついては、 受付開始時期の前倒し など柔軟な対応を図る こ と 。  

     エ 県民の文化活動の発表の場の確保・ 文化に触れる機会の拡大観点から 、県内の文

化芸術団体の利用機会に努めるこ と 。  

 なお、上記の基本方針に基づく 運用基準を 定めた場合は、適宜ホームページ等によ

り 公表するこ と 。  

   （ ２ ） 施設ごと の方針  

※利用者の利便性を 高めるため指定管理者の判断で受付期間を 変更し て構いません。 

     [ 大ホール]  

      <本番>13 ヶ 月前の月の初日から 利用日の 35 日前まで 

         <練習>６ ヶ 月前の月の初日から 利用日の 35 日前まで 
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     [ スタ ジオ１ 、 スタ ジオ２ ]  

      <本番（ 会議を 除く ） >12 ヶ 月前の月の初日から 利用日の 35 日前まで 

      <練習・ 会議>６ ヶ 月前の月の初日から 利用日の前日まで 

     [ 練習室・ 会議室]  ６ ヶ 月前の月の初日から 利用日の前日まで 

     [ ロビー、 ピロティ 、 イ ベント 広場]  ６ ヶ 月前の月の初日から 利用日の 10 日前まで 

     [ ホワイ エのみ利用] 利用日の 34 日前から 10 日前まで 

     ※大ホールと スタ ジオなどの一体利用の場合には、 受付開始時期が早いも のに合わ

せた申込が可能 

     ※本番と 一体の練習利用は、 本番と 合わせての申込が可能 

     ※連続利用日数は、 原則５ 日間と し 、 必要に応じ て調整可と する。  

    

 使用許可に当たっ ては、施設の平等利用が確保さ れる よう 、抽選を原則と し て公平・ 公

正に手続き を 行う と と も に、 以下に示す県の方針を 基本と し 、 遠隔地や勤労者の申込に

も 配慮し た決定手続き を行っ てく ださ い。  

 

 

＜決定手続き に係る県の方針＞ 

（ １ ） 利用申込開始月の初日から 数日間を 抽選申込期間と する 。  

（ ２ ） こ の間の申込において、他の申請者と 使用日時が重複し ないと き は決定と し 、複数

の申請が重複し たと き は抽選を 実施する。  

（ ３ ） 抽選によ り 落選し た者を 対象に、 同月内の他日程の利用申込期間を 設定し 、（ ２ ）

と 同様に利用者を決定する。  

（ ４ ）（ ３ ） の手続き 後は、 先着順に受け付ける 。  

    

    利用者が施設等の空き 状況等を 確認でき る よう 、 ホームページなどへの情報掲載を 行

っ て下さ い。  

 

イ  施設等の使用の不許可（ 総合文化芸術館条例第３ 条）  

    次のいずれかに該当する場合は、 使用を 許可し ないこ と 。  

    （ ア） 公益を 害するおそれがある と 認めると き 。  

    （ イ ） 総合文化芸術館の管理上適当でないと 認めると き 。  

    （ ウ） その他総合文化芸術館の設置の目的に反すると 認める と き 。  

 

  ウ 施設等の使用の許可の取消し 等（ 総合文化芸術館条例第４ 条）  

    指定管理者は、 利用者が次のいずれかに該当する場合は、 使用許可を 取り 消し 、 使用許

可に付し た条件を変更し 、 又は使用停止を 命ずる こ と ができ ます。  

    （ ア） 偽り の申請により 許可を 受けたと き 。  

    （ イ ） 許可に付し た条件に違反し たと き 。  

    （ ウ） その他総合文化芸術館の管理上特に必要がある と 認めると き 。  

    

※指定管理者が行う 使用許可、許可の取消し 等の処分は、山形県行政手続条例（ 平成８ 年３

月県条例第９ 号） に定める「 申請に対する 処分」 又は「 不利益処分」 に該当するため、 同
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条例の規定に従い適切に業務を行っ てく ださ い。  

 

エ その他関連業務 

利用者がイ ベン ト 主催者や会議室、 練習室等の利用者に対する 弁当提供及びイ ベン ト

打ち 上げ時の宴会対応等のサービ スやビ ュ ッ フ ェ での飲食提供を 希望する 場合には、 原

則と し て魅力発信モール指定管理者が対応するので、 適切に連絡を 行っ てく ださ い。  

 

（ ２ ） 利用料金の収受業務（ 総合文化芸術館条例第 10 条、 第 11 条）  

  ア 施設等の利用に係る料金（ 利用料金） は、 指定管理者の収入と する。  

  イ  利用料金の額は、 総合文化芸術館条例別表第２ 及び施行規則別表第１ （ 別添の「 山形県

総合文化芸術館施設概要書」 を参照し てく ださ い。） の範囲内で、 指定管理者が知事の承

認を得て定める こ と 。  

  ウ 原則と し て、利用料金は前納と するが、利用料金徴収事務の効率化及び利用者の利便性

を 高めるため、 分割納付、 後納、 銀行振込等を 指定管理者の責任において認めるこ と を 可

と し ます。  

  エ 指定管理者が、 利用料金の還付を 行う と き は、 明確な基準を 定め、 適切に行う こ と 。  

  オ 県は、 特定の個人・ 団体や時期（ 例： 冬期間） を対象にし た減額・ 免除の条件は設定し

ており ませんが、 指定管理者において稼働率向上等の観点から 必要性があると 考える 場

合には、知事の承認を 受けた基準により 、利用料金の一部又は全部を 免除するこ と ができ

ます。 なお、 県は減額・ 免除分の補てんは行いません。  

 

（ ３ ） 施設利用案内等に関する業務 

  ア 施設の利用のための手引き 、 パン フ レ ッ ト 等を 更新するこ と 。  

  イ  情報誌やホームページによ る利用者への広報を 行う こ と 。  

  ウ 電話等による問合せ、 文書照会、 業務視察、 施設見学等への対応を 行う こ と 。  

 

（ ４ ） サービス向上及び苦情対応 

  ア 施設等を安全かつ清潔に保ち利用者へのサービ ス向上に努めるこ と 。  

イ  施設を 利用する文化芸術団体等への助言や技術面での支援を 行い、 文化芸術活動の活

性化や水準向上を 図るこ と 。  

ウ 利用者から の苦情に対し ては、適切に対応し 、必要に応じ て県と 協議を行う こ と 。また、

指定管理者の管理業務以外に関する苦情については、 適切に関係部署に連絡又は引継を

行う こ と 。  

 

（ ５ ） 総合文化芸術館への来館者数及び貸館対象施設利用状況の報告 

   総合文化芸術館（ 魅力発信モールを 除く ） への毎月の来館者数及び貸館対象施設利用状況

について、 翌月の１ ０ 日までに県に報告し てく ださ い。  

 

５ －５  企画事業等 

 

（ １ ） 企画事業（ 指定管理料での実施）  

   指定管理者は、 指定管理料を 活用し 、 以下の事項を 踏まえ、 企画事業を企画・ 実施し てく
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ださ い。  

  ア 企画事業の実施に当たり 県が求める条件 

（ ア） 本県の「 文化・ 芸術活動の拠点」 と し て、 県民の皆様に多種多様かつ良質な文化芸術

に接する機会を 提供し 、次世代の育成と 文化芸術活動の裾野を 拡大、また誰も が施設を

気軽に訪れる き っ かけを つく り 日常の賑わいを 創出する ため、 指定管理者の人脈や経

験を 最大限に活用し 、 総合文化芸術館の立地、 環境、 設備、 特徴を活かし た事業を 実施

するこ と 。また事業実施に当たっ ては、事業効果を最大限に発揮でき るよ う 、実施時期、

期間、 事業規模等を工夫するこ と 。  

  （ イ ） 大ホールに限ら ず、 スタ ジオ、 練習室、 会議室、 ホワイ エ、 ロ ビー、 イ ベント 広場等、

施設全体を 活用し て事業を実施するこ と 。  

（ ウ） 総合文化芸術館が県の魅力を 発信する施設であるこ と に鑑み、企画事業の実施の際に

は、 魅力発信モール指定管理者と 情報共有し 、 効果的な県産品のＰ Ｒ に努めるこ と 。  

  （ エ） 企画事業を 大ホールで実施する場合には、 本番の開演前及び休憩時は、 原則と し てビ

ュ ッ フ ェ の運営を行う こ と 。 事業の内容によっ ては、 運営を 行わないこ と も 可と する。

なお、 ビュ ッ フ ェ の運営は、 原則と し て魅力発信モール指定管理者に依頼するこ と 。  

 （ オ） 企画事業に係る施設及び設備の利用料金の減免は行わないこ と 。  

  （ カ ） 国等の補助金・ 助成金、 協賛の獲得等、 外部資金の活用による 積極的な財源確保を図

るこ と 。  

  （ キ） 企画事業から 得ら れる入場料等の収入は、 指定管理者の収入と する。 なお、 入場料等

の設定にあたっ ては、 総合文化芸術館の設置目的や事業の実施目的を 考慮し て設定す

るこ と 。  

  （ ク ） 県が想定する 事業内容、 事業実施数等は、 以下の表のと おり です。 こ の内容を 踏まえ

た事業の提案を 行う こ と 。  

＜事業内容、 事業実施数等の想定＞  

（ １ ） 鑑賞事業 

  （ ７ ～１ ３ 事業）  

   

県民に対し て、 多種多様な文化芸術の鑑賞機会を 提供す

る 事業 

〇 施設の規模や機能を 活かし た質の高い舞台公演や著名

アーティ スト の公演など、 大ホールに相応し い舞台芸術

（ 音楽、 演劇、 舞踊等） の公演 

【 例】 オペラ 公演、グラ ンド バレ エ公演、著名オーケスト ラ

の公演、 著名アーティ スト のコ ン サート 、 著名劇団の

ミ ュ ージカ ル公演、 著名な演者によ る歌舞伎公演 等 

※出演団体や内容が偏り 固定化し ないよう 配慮する こ と  

（ ２ ） 創造・ 育成事業 

  （ 概ね１ ０ 事業）  

   

文化を 次世代につなぐ と と も に、 文化芸術活動の裾野拡

大に資する事業 

〇 子ども たち が文化・ 芸術に触れ、体験し 、発表する機会

の創出 

【 例】 全国大会等に出場し た学校等による 合同コ ンサート 、

子ども や若者で構成さ れる文化芸術団体（ 郷土芸能、 合

唱、演劇、ダン スなど） によ る合同発表会、子ども や若者

を 対象と し た各種鑑賞会・ 体験講座・ ワーク ショ ッ プ 
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〇 子ども たち が家族や地域ぐ るみで当施設を 見学する 機

会の提供 

【 例】 家族や子供会などを 対象と する施設見学会 

〇 文化に関わる事業の企画等を 行う 人材、 地域の文化芸

術団体・ 住民・ 文化芸術施設を繋ぐ 役割を 担う 人材、文化

施設やイ ベン ト 等で運営や開催を 支援する 人材などの育

成 

【 例】 ワーク ショ ッ プやバッ ク ステージツ アー、 スタ ッ フ

育成講座、 他の文化施設と の共同事業 

 

（ ３ ） 賑わい創出事業 

  （ 概ね１ ０ 事業）  

   

交流人口の拡大や賑わいを創出する事業 

〇 当施設の魅力発信機能を 最大限活用し た、 県内全域に

おける 交流人口の拡大、 周辺施設等と の連携による 賑わ

いづく り  

【 例】 食のイ ベント 、 ワイ ンフ ェ スティ バル 

〇 文化施設、 地域、 大学等が連携し た文化イ ベン ト の開

催 

【 例】 ダンスフ ェ スティ バル、親子コ ンサート 、ロビーコ ン

サート 、 子ども 向けイ ベント  

〇 在住外国人や留学生などによ る本県文化等の国内外へ

の情報発信の促進 

【 例】 外国人を 対象と し たコ ンサート や館内ガイ ド ツアー 

 

※共同開催（ 共催） による 実施を 含む。  

※事業実施数は、１ 年間に同様の事業を複数回行う 場合（ 例： ロビーコ ン サート を ６ 回）は、

「 １ 事業」 と カ ウント し ます。  

 

 イ  県への報告等 

（ ア） 指定管理者は、 各年度の事業実施に先立ち、 企画事業の「 年間実施計画」 を 事業計画書

の提出に合わせて県に提出するこ と 。 なお、 計画の策定に当たっ ては、 県の文化に関する

施策推進方針等に基づいた計画と なる よ う 、 実施の前年度以前から 県と 十分に協議する

こ と 。  

 （ イ ） 指定管理者は、 毎月の事業報告等に合わせて、 県へ実施事業ごと に企画書及び収支予算

書（ 書式は任意） を提出するこ と 。 また、 事業実施後は、 実施状況を 記載し た報告書及び

収支決算書を 実施事業ごと に提出するこ と 。なお、企画事業に係る収支は他の経理と 区分

すると と も に、 実施事業ごと に収支がわかるよう に整理するこ と 。  

 

（ ２ ） 自主事業（ 指定管理者負担による実施）  

指定管理者は、 指定管理業務に支障をき たすこ と なく 、 かつ設置目的等の範囲内で、 自主

事業を企画・ 実施する こ と ができ ます。自主事業に係る経費は指定管理者が負担するこ と と

し ます。 実施にあたっ ての留意事項は次のと おり です。  

ア 自主事業に係る施設及び設備の利用料金を減免する こ と はでき ません。  
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イ  自主事業を 実施するにあたっ ては、あら かじ め県の承認を 得るも のと し 、県へ事業ごと

に企画書及び収支予算書（ 書式は任意） を 提出し てく ださ い。  

ウ 事業実施後は、 実施状況を 記載し た報告書及び収支決算書を 事業ごと に提出し てく だ

さ い。  

エ 自主事業に係る収支は他の経理と 区分すると と も に、 事業ごと に収支がわかる よ う に

整理し てく ださ い。  

 

５ －６  舞台関係設備の操作・ 日常点検業務 

  舞台関係設備の操作・ 日常点検に関する業務です。 なお、 業務の詳細については、 業務ごと

に実施計画を作成し 、 県と 協議し たう えで包括協定に盛り 込んでく ださ い。  

 

（ １ ） 舞台技術管理業務 

   舞台機構装置・ 音響（ 映像含む）・ 照明設備の操作と 日常的な維持管理を主と し た業務で

す。 設備・ 装置類の日常保守・ 管理点検、 ホール利用者への舞台・ 付属施設利用等に関する

助言指導、 説明及び監督業務を行っ てく ださ い。 ホール利用者への助言指導等については、

安全な利用の徹底を図ると と も に、 質問等には懇切丁寧に対応願います。  

 

  ア 要員配置等の条件 

    舞台技術管理業務（ 企画事業での操作業務を含む） が円滑かつ安全に実施でき る よ

う 、 下記３ 名は常勤で配置し てく ださ い。 こ れはあく まで最低限の人数であり 、 シフ ト

及び業務内容を も と に、 舞台等の運営に必要な人員を配置し てく ださ い。  

    音響技術者（ 舞台機構調整（ 音響機構調整作業） 技能士１ 級） １ 名 

    照明技術者（ ( 公社) 日本照明家協会認定舞台テレビジョ ン照明技術者技能士１ 級） １ 名 

    舞台技術者 １ 名 

    ※さ ら に人員を 配置する場合は、 音響技術者は、 舞台機構調整（ 音響機構調整作業）

技能士２ 級以上の専門的な能力を 有する人材、 照明技術者は、 ( 公社) 日本照明家協

会認定舞台テレ ビジョ ン照明技術者技能士２ 級以上の専門的な能力を 有する人材を

配置する こ と 。  

 

（ ２ ） 舞台吊物床機構設備保守点検業務 

   舞台吊物床機構装置の保守点検を 年２ 回以上実施し てく ださ い。  

対象装置は、 操作盤（ １ 面）、 制御盤（ １ 面）、 位置管理システム（ １ 式） のほか、 別添資

料１ 「 舞台吊物床機構設備関係資料」 のと おり です。  

 

（ ３ ） 舞台音響設備・ 舞台連絡設備・ 映像設備保守点検業務 

   舞台音響設備、 舞台連絡設備及び映像設備の保守点検を 年２ 回以上実施し てく ださ い。  

   対象装置は、 別添資料２ 「 舞台音響設備等関係資料」 のと おり です。  

   なお、スタ ジオや練習室に簡易音響設備を 設置し ており ますので、その設備に係る 保守点

検も あわせて行っ てく ださ い。  

 

（ ４ ） 舞台照明設備保守点検業務   

   舞台照明設備の保守点検を年２ 回以上実施し てく ださ い。  
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   対象装置は、 別添資料３ 「 舞台照明設備等関係資料」 のと おり です。  

   なお、 スタ ジオや共有スペースＣ にスタ ジオ照明やカ モシカ シルエッ ト 投影機を 設置し

ており ますので、 その設備に係る保守点検も あわせて行っ てく ださ い。  

 

（ ５ ） ピアノ 定期調律及び定期点検業務 

   ピアノ を 演奏に適し た状態に管理し てく ださ い。そのため、定期的に専門業者によ る調律

及び点検を行っ てく ださ い。  

    

  ア 定期調律定期点検対象と なるピアノ 一覧 

配置場所 規格 配置台数 

大ホール フ ルコ ン サート グラ ンド ピ アノ  ２ 台 

スタ ジオ１  フ ルコ ン サート グラ ンド ピ アノ  １ 台 

スタ ジオ２  セミ コ ン サート グラ ンド ピ アノ  １ 台 

練習室１  セミ コ ン サート グラ ンド ピ アノ  １ 台 

練習室２  アッ プラ イ ト ピ アノ  １ 台 

小楽屋１ 、 ２  アッ プラ イ ト ピ アノ  各１ 台 

ロビ ー グラ ンド ピアノ  １ 台 

   

イ  保守内容 

   フ ルコ ン サート グラ ンド ピアノ ： 定期調律 年６ 回、 定期点検 年１ 回 

   セミ コ ン サート グラ ンド ピアノ ： 定期調律 年４ 回、 定期点検 年１ 回 

   アッ プラ イ ト ピアノ ： 定期調律 年２ 回、 定期点検 年１ 回 

   グラ ンド ピアノ ： 定期調律 年４ 回、 定期点検 年１ 回 

 

５ －７  総合文化芸術館の維持管理業務 

  魅力発信モールを 含む総合文化芸術館全体の維持管理（ ※） は、 指定管理者が担う こ と と し

ており ます。 総合文化芸術館には、 年間を通し て多く の人々が訪れますので、 魅力発信モール

指定管理者と 随時連絡を 取り 合い、 施設等を 常に良好な状態に保つよう 細心の注意を 払っ て

適切に管理し 、 利用者の安全確保に努めてく ださ い。  

  ※一般利用者用駐車場並びに魅力発信モールの厨房、 オーニング、 設備（ 以下に記載する設

備を除く ） を 除き ます。  

  ＜指定管理者が維持管理を 行う 魅力発信モールの設備＞ 

   外部汚水桝（ グリ スト ラ ッ プを 除く 。）、 分電盤（ 内装工事以降に設置さ れたも の及び増設

さ れた部分を 除く 。）、車いす用段差解消機、エアコ ンディ ショ ナー（ 内装工事以降に設置さ

れたも のを除く 。）、 換気設備（ 厨房に設置さ れているも のを 除く 。）、 消防設備（ ただし 、 消

火器の更新は山形魅力発信モールの指定管理者が行う 。）、非常用照明設備及び自動ド ア（ １

階ロビーと 本館店舗の間の自動ド アを除く 。）  

 

（ １ ） 清掃業務 

   館内を 常に清潔に保ち、 総合文化芸術館の運営を 効率的に行う と と も に、 財産（ 建造物、

備品等） の保護と 美観を 保持するため、 清掃等の業務を 実施するも のです。 業務の具体的な
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内容は次のと おり です。  

  ア 清掃の範囲 

  （ ア） 施設本体 

地下１ 階 1, 642 ㎡、 １ 階 5, 998 ㎡、 ２ 階 4, 368 ㎡、 ３ 階 2, 404 ㎡、  

     ４ 階  911 ㎡、 ５ 階 293 ㎡ 

  （ イ ） イ ベント 広場 

  （ ウ） 屋根付き 通路 

（ エ） 別棟の建物を含む魅力発信モールのエリ ア 

  （ オ） ピロ ティ  

  （ カ ） 管理用駐車場（ 40 台程度） 及び駐輪場 

  イ  日常清掃 

    一日単位の短い周期で日常的に行う 清掃をいい、 次の業務を 含む。  

（ ア） 机・ 椅子拭き  （ イ ） ゴミ 等の処理 （ ウ） ト イ レ 清掃 （ エ） シャ ワー室清掃 

（ オ） 床掃き ・ 拭き 清掃 （ カ ） 絨毯清掃 （ キ） 手摺り 拭き     

   ※大ホールでの催事開催時（ 終了後の翌日等） は増員により 対応するこ と 。  

  ウ 定期清掃 

    週、 月又は年単位の周期で定期的に行う 清掃を いい（ 特記なき 場合、 月単位と する 。）、

次の業務を含む。  

  （ ア） 床洗浄 （ イ ） ワッ ク ス塗布 （ ウ） 壁面清掃 （ エ） カ ーペッ ト ク リ ーニン グ 

※床ワッ ク ス塗布については年６ 回以上、 カ ーペッ ト ク リ ーニングについては年２ 回以

上行う こ と 。 対象範囲は別添資料４ 「 清掃業務関係資料」 のと おり です。  

  エ 点検と 記録 

    毎日の作業内容を点検し 記録する こ と 。  

 

（ ２ ） 警備業務 

   火災、 盗難、 破壊、 不正等の加害行為を 予防、 発見、 阻止するために必要な業務を 実施す

るも のです。 以下の内容を含む警備を 行っ てく ださ い。 なお、 当該業務の対象から 、 魅力発

信モールを除き ます。  

ア  警備員によ る 警備 

  （ ア） 業務内容 

a  防災センタ ーでの受付対応（ 通用口から の来客者対応、 開館時間外の電話応接 等）  

b 巡回警備 

    c 鍵の保管、 出入口の施錠 

    d 催事の際の来館者の誘導、 整理（ 立哨、 巡回）  

  （ イ ） 警備員の配置 

a 総合文化芸術館の開館時は、 開館の 30 分前から 閉館の 30 分後まで最低２ 名を 常時

配置し てく ださ い。 なお、 主催者の搬入、 搬出作業等で開館・ 閉館時間が変更と なる

場合も 同様と し ます。  

b 大ホールやイ ベント 広場で観客がいる公演が行われる 場合は、 最低、 使用時間の１

時間前から １ 時間後まで、 警備員２ 名（ 観客が少ない場合は１ 名でも 可） を 追加し て

く ださ い。  

c  大ホールで練習やリ ハーサルが行われる場合や、 スタ ジオ等で観客がいる公演が行



 12

われる場合は、使用時間の１ 時間前から １ 時間後まで、最低、警備員１ 名を追加し てく

ださ い。  

d  年度協定締結の際に、 勤務割り 表を 提出し てく ださ い。  

  イ  機械による警備 

     閉館の１ 時間後から 翌日の開館 1 時間前まで 

    ※モバイ ル通信を使用し て、 盗難、 火災（ 移報）、 停電、 設備（ 移報） を 遠方監視する

システムを構築するこ と 。  

 

（ ３ ） 日常運転管理業務 

   電気、 空調、 給排水、 衛生設備の日常運転管理等に関する業務です。 業務体制等について

は以下を 基本に設定し てく ださ い。  

  ア 業務体制等 

  開館の１ 時間前から 閉館の１ 時間後までを業務時間と し 、 常時２ 名以上配置する。  

  イ  資格 

    電気事業法第４ ３ 条の規定による 主任技術者（ 第一種電気主任技術者、 第二種電気主任技

術者、 第三種電気主任技術者のいずれかの有資格者） を 最低１ 名置く こ と 。  

ウ 管理内容 

  日常運転管理業務のほか、 次の点検（ 法定検査を 含む） を 実施し てく ださ い。  

  （ ア） 空気調和設備日常巡視点検 

設備機器 作 業 内 容 周 期 

地域熱供給   安全弁の機能点検   1 回以上/日 

給気塔及び排気塔   損傷の有無の点検   1 回以上/6 ケ月 

  塔下部の水溜まり の点検   1 回以上/日 

  塵の堆積の度合の点検   1 回以上/月 

空気調和装置   エアフ ィ ルタ の汚れ、 目づまり 、 付着物破損の 

点検 

 
  1 回以上/月 

  温湿度感知器、 ボリ ュ ームダンパの機能点検、 装

置内水洗 

 
  1 回以上/6 ケ月 

  ケーシング取付部、 保温の破損の点検   1 回以上/6 ケ月 

  フ ィ ルタ ー水洗   1 回以上/6 ケ月 

  吹出口、 通気口の汚れ点検   1 回以上/6 ケ月 

  自動制御機器の機能点検   1 回以上/月 

  空調機内部及びダク ト 内部の汚れの点検   1 回以上/6 ケ月 

  各種自動弁の機能点検   1 回以上/2 ケ月 

送風機及び排風機   電動機の異常の有無の点検   1 回以上/日 

  規定電流及び正常運転の確認   1 回以上/日 

  羽根車ケーシングの汚れの点検   1 回以上/6 ケ月 

  震動・ 異音の有無、 ボルト の緩みの点検   1 回以上/月 

  錆・ 腐食の点検   1 回以上/6 ケ月 

  駆動用ホイ ール軸取付状態の点検   1 回以上/6 ケ月 

  駆動用Ｖ べルト の伸張度の点検   1 回以上/月 

  軸受温度並びに給油状態の点検   1 回以上/週 

  潤滑油の老化の点検   1 回以上/6 ケ月 

※設備の詳細は、 別添資料５ 「 空調設備関係資料」 で確認し てく ださ い。  

※汚れの点検には清掃も 含まれます。  
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（ イ ） 給排水衛生設備日常巡視点検 

設備機器 作業内容 周 期 

受水槽   槽内の堆積物及び汚れの点検   1 回以上/月 

  警報装置の作動確認   1 回以上/月 

  発錆及び損傷の点検   1 回以上/月 

  電極棒の作動点検   1 回以上/月 

  防虫網の取付状態確認   1 回以上/月 

  点検マンホールの施錠有無確認   1 回以上/月 

加圧給水ポン プ ユニ ッ

ト  

  圧力、 電流値及び作動確認   1 回以上/週 

  異音、 振動の点検   1 回以上/週 

  漏水の有無確認   1 回以上/月 

  自動制御装置の点検   1 回以上/6 ケ月 

排水ポンプ   起動スイ ッ チ（ フ ロ ート ） の作動確認   1 回以上/2 ケ月 

  警報装置作動確認   1 回以上/6 ケ月 

  圧力、 電流値の確認   1 回以上/月 

  絶縁抵抗の測定   1 回以上/月 

  チャ ッ キ弁、 仕切弁の作動確認   1 回以上/2 ケ月 

給湯循環ポンプ   電流値の確認   1 回以上/週 

  異音、 振動の点検   1 回以上/週 

空調補給水ポン プ   電流値の確認   1 回以上/月 

  異音、 振動の点検   1 回以上/月 

  槽内及び外観の汚損、 損傷の有無確認   1 回以上/6 ケ月 

  マンホールの施錠有無確認   1 回以上/6 ケ月 

  防虫網の取付状態確認   1 回以上/6 ケ月 

  電極フ ロート の作動点検   1 回以上/6 ケ月 

自動滅菌装置   電流値の確認   1 回以上/日 

  異音、 振動の点検   1 回以上/日 

  残留塩素濃度計、 薬液注入ポンプ、 塩素タ ンク 、  

操作器本体の外観の汚損、 損傷の有無確認 

  1 回以上/日 

  塩素タ ンク 及び配管その他付属部品から の漏れ 

確認 

  1 回以上/日 

  残留塩素濃度確認、 薬液補充及び薬注入調整・  

 点検 

  1 回以上/日 

  電極の洗浄及び濃度表示スパン調製   1 回以上/月 

貯湯槽   蒸気圧力、 水温、 水頭圧の確認   1 回以上/日 

  蒸気漏れの確認   1 回以上/日 

  第一種圧力容器自主点検（ 点検記録 3 年保管）    1 回以上/月 

  （ 本体の損傷の有無確認）   

  （ ふたの締付ボルト の摩耗の有無確認）   

  （ 管及び弁の損傷の有無確認）   

環水槽   本体の汚損、 損傷、 漏水有無確認   1 回以上/日 

  （ 管の損傷の有無確認）   

熱交換器  スト レ ーナー分解清掃   1 回以上/年 

  （ 管及び弁の損傷の有無確認）   

膨張タ ンク    圧力の確認   1 回以上/日 

  外観の汚損、 損傷、 漏水有無確認   1 回以上/日 

  第二種圧力容器自主点検（ 点検記録 3 年保管）    1 回以上/年 

  （ 本体の損傷の有無確認）   

  （ ふたの締付ボルト の摩耗の有無確認）   

  （ 管及び弁の損傷の有無確認）   

電気温水器   外観の汚損、 損傷、 異音の有無確認   1 回以上/月 

  漏水有無確認   1 回以上/月 

  膨張水排水状態点検   1 回以上/月 
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  温度設定、 タ イ マー設定、 湯音の確認   1 回以上/月 

ルーフ ド レ ン 

（ 外部排水溝）  

  屋外ルーフ ド レンの点検清掃   1 回以上/月 

  Ｕ 字溝及び排水桝の点検清掃   1 回以上/月 

外部汚水桝   汚泥滞留の有無確認   1 回以上/年 

  枡内部、 漏水有無確認   1 回以上/年 

洗面器   亀裂、 破損、 取付の緩みの点検   1 回以上/6 ケ月 

  水栓及び接合部等より 水漏れの点検   1 回以上/6 ケ月 

 排水状態の点検   1 回以上/6 ケ月 

フ ラ ッ シュ 弁（ 小便

器） フ ラ ッ シュ タ ンク

（ 大便器）  

  つまり 、 汚れの点検   1 回以上/6 ケ月 

  動作の点検   1 回以上/6 ケ月 

  水量調整   1 回以上/6 ケ月 

  水漏れの点検   1 回以上/6 ケ月 

小便器及び大便器、  

排水管 

  亀裂、 破損の点検   1 回以上/6 ケ月 

  水漏れの点検   1 回以上/6 ケ月 

  排水状態の点検  1 回以上/6 ケ月 

マンホールト イ レ用水

槽 

 槽内の堆積物及び汚れの点検 1 回以上/月 

 発錆及び損傷の点検 1 回以上/月 

 点検マンホールの施錠有無確認 1 回以上/月 

   ※設備の詳細は、 別添資料６ 「 衛生設備関係資料」 で確認し てく ださ い。  

※汚れの点検には清掃も 含まれます。  

 

（ ウ） 電気設備日常巡視点検 

設備機器 作業内容 

定期点検 臨時 

点検 月次 年次 

1 回/ 

1 ヶ

月 

1 回/ 

1 年 

1 回/ 

3 年 

必要の

都度 

引
込
設
備 

区分開閉器   外観点検 〇 〇   

  絶縁抵抗測定  〇   

  継電器の動作試験  〇   

  継電器の動作特性試験    〇 

  開閉器と 継電器の連動試験  〇   

引込線、 支持物、

ケーブル等 

  外観点検 〇 〇   

  絶縁抵抗測定  〇   

受
電
設
備 

断路器   外観点検 〇 〇   

  絶縁抵抗測定  〇   

電力用ヒ ュ ーズ   外観点検 〇 〇   

  絶縁抵抗測定  〇   

遮断器、 負荷開閉

器 

  外観点検 〇 〇   

  絶縁抵抗測定  〇   

  継電器の動作試験   〇  

  継電器の動作特性試験    〇 

  遮断器、 開閉器と 継電器の連動試験   〇  

変圧器   外観点検 〇 〇   

  絶縁抵抗測定  〇   

  絶縁油の酸価度試験    〇 

  絶縁油の絶縁破壊電圧試験    〇 

コ ンデン サ、  

リ アク ト ル 

  外観点検 〇 〇   

  絶縁抵抗測定  〇   

計器用変成器、    外観点検 〇 〇   



 15

零相変流器   絶縁抵抗測定  〇   

避雷器   外観点検 〇 〇   

  絶縁抵抗測定  〇   

母線等   外観点検 〇 〇   

  絶縁抵抗測定  〇   

その他の高圧機器   外観点検 〇 〇   

  絶縁抵抗測定  〇   

受
・
配
電
盤 

配電盤、 制御配線   外観点検 〇 〇   

  電圧、 電流の測定 〇    

  絶縁抵抗測定  〇   

  計器校正試験    〇 

  シーケンス試験   〇  

低圧絶縁監視装置

等 

  装置の点検 〇 〇   

  許容誤差試験  〇   

接
地
設
備 

接地線、 保護管等   外観点検 〇 〇   

  接地抵抗測定  〇   

  漏えい電流測定 〇    

構
造
物 

受電室建物、 キュ

ービク ル式受・ 変

電設備の金属製外

箱等 

  外観点検 〇 〇   

配
電
設
備 

電線路   外観点検 〇 〇   

  絶縁抵抗測定  〇   

負 

荷 

設 

備 
機器   外観点検 〇 〇   

  絶縁抵抗測定  〇   

配線、 制御配線   外観点検 〇 〇   

  絶縁抵抗測定  〇   

開閉器   外観点検 〇 〇   

  絶縁抵抗測定  〇   

遮断器   外観点検 〇 〇   

  絶縁抵抗測定  〇   

非
常
予
備
発
電
装
置 

原動機、 始動装置 

及び付属装置 

  外観点検 〇 〇   

  始動・ 停止点検 〇 〇   

  継電器の動作試験  〇   

発電機及び励磁装

置 

  外観点検 〇 〇   

 絶縁抵抗測定  〇   

遮断器、 開閉器、  

配電盤、 制御配線

等 

  外観点検 〇 〇   

 絶縁抵抗測定  〇   

  電圧、 周波数（ 回転数） の測定 〇    

  継電器の動作試験   〇  

  イ ンタ ーロッ ク 試験  〇   

蓄
電
池
設

備 

蓄電池   外観点検 〇 〇   

  電圧測定 〇    

  比重測定  〇   

  液温測定  〇   
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充電装置及び付属

装置 

  外観点検 〇 〇   

  絶縁抵抗測定  〇   

※設備の詳細は別添資料７ 「 電気設備関係資料」 で確認し てく ださ い。  

 

（ ４ ） 中央監視制御装置保守点検業務 

   電気、 空調、 給排水、 衛生設備の日常運転の自動制御を 行う 設備です。 年２ 回以上の点検

を 行っ てく ださ い。  

 

（ ５ ） 環境衛生保守管理業務（ 空気環境測定・ ねずみ昆虫等防除業務）  

   建物内を 環境衛生上良好な状態に維持するため、 環境衛生関係法令に基づき 必要な衛生

管理業務を実施するも のです。 業務の具体的な内容は次のと おり です。  

  ア 空気環境測定   

（ ア） 測定回数  年６ 回以上（ ２ カ 月に１ 回以上）  

  （ イ ） 測定項目  一酸化炭素・ 二酸化炭素の含有率、 浮遊粉塵量濃度、 温度、 相対湿度、

気流、 照度等の測定 

  （ ウ） 測定箇所  １ Ｆ  ８ ヶ 所（ 大ホール、 ロ ビー、 楽屋、 事務室、 託児室、 魅力発信モ

ールエリ ア３ カ 所）   

            ２ Ｆ  ３ ヶ 所（ ホワイ エ、 楽屋、 スタ ジオ）  

           ３ Ｆ  ２ ヶ 所（ 大ホール、 スタ ジオ）  

           ４ Ｆ  １ ヶ 所（ 大ホール）  

           

  イ  ねずみ、 昆虫等駆除・ 防除  

  （ ア） 測定回数  ねずみ、 昆虫等の生息調査を月１ 回以上、 駆除・ 防除を年２ 回以上 

 

（ ６ ） エレベータ ー、 エスカ レ ータ ー及び車いす用段差解消機保守点検業務 

   エレベータ ー（ ５ 台）、 エスカ レ ータ ー（ １ 台） 及び車いす用段差解消機（ １ 台） の保守

点検に関する業務です。  

ア エレ ベータ ー 

毎月１ 回以上保守点検（ リ モート 点検でも 可） を 行う と と も に、四半期に１ 回はエレベ

ータ ーを 停止し ての訪問点検、 年に１ 回の法定検査を 実施し てく ださ い。  

24 時間・ 365 日異常を 遠隔監視するサービスを 導入すると と も に、 異常発生時には速

やかに復旧等の措置を 講じ てく ださ い。 なお、 エレ ベータ ーの型式は、 別添資料８ 「 昇降

機設備仕様書」 のと おり です。  

   

イ  エスカ レータ ー 

毎月１ 回以上のエスカ レ ータ ーを 停止し ての訪問点検、 年に１ 回の法定検査を 実施し て

く ださ い。  

なお、 エスカ レ ータ ーの型式は、 別添資料９ 「 昇降機設備図１ ２ 」 のと おり です。  

   

  ウ 車いす用段差解消機 

    半年に１ 回以上訪問点検を 行う と と も に、 年に１ 回の法定検査を実施し てく ださ い。  
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（ ７ ） 窓ガラ ス清掃業務 

   窓ガラ スの清掃に関する業務です。 年２ 回以上清掃を 行っ てく ださ い。 なお､対象と なる

窓ガラ スの面積については、 高所も 含みで約 1, 260 ㎡と し て積算し てく ださ い。  

 

（ ８ ） 空調設備保守点検業務 

   パッ ケージ形空気調和機の保守点検に関する 業務です。 フ ロ ン排出抑制法簡易点検につ

いて年４ 回以上、 フ ロン排出抑制法定期点検について３ 年に１ 回実施し てく ださ い。  

 

（ ９ ） 飲料水の水質検査業務 

   水道法に基づく 維持管理が必要と なり ますので、「 水質検査計画」 を 策定のう え、 年１ 回

以上水質検査を 実施し てく ださ い。  

 

（ 10） 消防設備保守点検業務 

   消防設備について消防関係法令に基づき 必要な保守点検を 実施するも のです。  

   業務の具体的な内容は次のと おり です。  

   ア 機器点検（ 年２ 回以上（ 上半期１ 回以上、 下半期１ 回以上））  

     外観又は簡易な操作によ る確認をする 点検 

   イ  総合点検（ 年１ 回以上（ 下半期１ 回以上））  

     実際に消防設備を 作動さ せ、 総合的な機能を 確認する点検 

   ウ 保守点検対象機器および数量 

対象機器 数量 対象機器 数量 

 ⓐ 自動火災報知機     燃料タ ンク  １  

   受信機・ 副受信機 １     負荷運転、 絶縁測定 １  

   感知器 差動スポッ ト  ５ ５     蓄電池 １  

    〃  定温スポッ ト  ３ ０   ⓔ 非常放送   

   発信機・ 表示灯 １ ９     防災アンプ､電源 １  

   消火栓リ レ ー、 電源 １     遠隔操作装置 １  

 ⓑ 連結送水口、 送水口 ３     音響装置 １ 式 

 ⓒ スプリ ンク ラ ー   ⓕ 消火器  

   ポンプ等･操作盤･送水口 １ 式    粉末 小型 ７ ９  

   消火栓・ 補助散水栓 ４ ５   ⓖ 誘導灯   

   ヘッ ド （ 閉鎖型）  １ ， １ ８

９  

   避難口灯、 通路灯 ９ ２  

   ヘッ ド （ 放水型）  ３     客席灯 １ ０ ４  

   ヘッ ド （ 開放型）  １ ８ ５     電源 １ 式 

   アラ ーム弁 ６   ⓗ 防排煙   

   圧力スイ ッ チ ５     制御盤、 排煙機、 電源 １ 式 

   一斉開放弁 ５   ⓘ 点検済ラ ベル   

 ⓓ 自家発電・ 非常電源     消火器用 ７ ９  

   原動機、 制御盤 １    

 

（ 11） 廃棄物収集運搬処理業務 

   総合文化芸術館から 排出さ れる 一般廃棄物及び産業廃棄物（ 魅力発信モールの営業に伴

っ て排出さ れる も のを 除く ） の収集運搬処理業務を 行う も のです。  
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（ 12） 非常用照明設備整備点検業務 

   非常用照明設備の整備点検に関する 業務です。  

   年１ 回以上整備点検を 行っ てく ださ い。  

 

（ 13） 自動ド ア保守点検業務 

   自動ド アの保守点検に関する 業務です。  

   四半期毎に年４ 回以上保守点検を 行っ てく ださ い。なお、当該業務の対象と なる自動ド ア

は、 別添資料 10「 自動ド ア関係資料」 のと おり です。  

 

（ 14） 防火対象物定期点検業務 

   防火対象物の管理権原者は、防火対象物点検資格者（ 消防設備士等）から 点検対象事項（ 防

火管理上必要な業務を 実施し ている か、等） について点検を 受ける こ と が消防法で定めら れ

ており 、 その定期点検に関する業務です。  

   年１ 回以上定期点検を 行っ てく ださ い。  

 

（ 15） 建築基準法に基づく 防火設備点検業務  

   建築基準法によ り 専用的な定期検査が必要と さ れる防火設備に関する業務です。  

   年１ 回以上定期点検を 行っ てく ださ い。  

 

（ 16） 外構（ 芝生、 緑地、 樹木関係） 等維持管理業務 

   総合文化芸術館敷地内（ イ ベン ト 広場を 含む） の芝生、 緑地及び樹木等に関する管理業務

です。 なお、 当該業務の対象から 、 魅力発信モールを除き ます。  

   ア 巡回清掃（ 最低週１ 回）： ごみの撤去、 給水設備周り の清掃 等 

   イ  芝刈り 、 芝生施肥、 除草（ 処分含む）、 目土掛け、 薬剤散布、 灌水 

   ウ 樹木への施肥、 灌水、 剪定、 刈込み、 薬剤散布、 雪囲い 

   エ 除雪及び排雪（ 管理用駐車場、 駐輪場及びイ ベント 広場の除雪及び排雪を含む）  

 

（ 17） その他の管理運営業務 

   その他、 以下の業務を 含む管理運営に必要な業務を 行っ てく ださ い。  

  ア  放置自転車の整理及び処分 

  イ  利用者等の安全確保に関する こ と  

 

５ －８  常設託児室の管理運営 

  乳幼児の親、 祖父母等が、 総合文化芸術館のほか山形駅周辺の施設や店舗を利用し 、 安心し

て豊かな時間を 過ごし ても ら う 環境を 創出する こ と を 目的と し て、 託児サービスの提供を 行

う スペースを総合文化芸術館内に整備し ています。指定管理者は、以下の方針に沿っ て常設の

託児室を 設置し 、 運営を行っ てく ださ い。  

   

（ １ ） 常設託児室の設置 

   特定の乳幼児を 継続的に保育する も のではなく 、 不特定の乳幼児の一時預かり のみを 行

う 認可外保育施設と し て設置し てく ださ い。  
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（ ２ ） 施設の概要 

  ア 設置場所  １ 階事務室隣 

  イ  面  積  59 ㎡ 

  ウ 主な設備  幼児用ト イ レ 、 流し スペース、 ほふく コ ーナー 

          ※調理室はあり ません。  

 

（ ３ ） 運営方針 

  ア 開所時間  通常 午前９ 時から 午後５ 時まで（ 最長 午後 10 時まで）  

          ※午後５ 時以降の利用は、 総合文化芸術館内の催事の参加者（ 主催者、 観

客等） やスタ ジオ等利用者に限定。  

  イ  定  員  最大９ 人まで 

  ウ 対象年齢  生後６ ヶ 月～就学前の乳幼児 

  エ 料  金  有料 （ 山形市内の一時預かり を 行っ ている 施設の料金を 勘案し て設定

し てく ださ い。）  

          保育料収入は指定管理者の収入と する。  

オ 利用方法  原則予約制 

カ  人員体制  （ ア） 保育士資格を有する者を 含めた保育従事者を 常時２ 名以上配置する

こ と 。  

※乳幼児の年齢・ 人数により 必要な人員を 配置し てく ださ い。  

        （ イ ） 受付等の対応をする事務職員を 配置するこ と 。  

※保育従事者以外の他業務の職員が兼務するこ と も 可と し ます。  

 

（ ４ ） その他 

  ア 指定管理者が認可外保育施設の設置者と なっ たう えで、 運営を 専門事業者に業務委託

するこ と も 可と し ますが、適切な運営が可能と なる保育従事者数の確保及び受付対応事務

職員の雇用が可能と なる委託料を 計上し てく ださ い。  

  イ  保育士２ 名及び受付対応事務職員が作業でき る 机等を 事務室内に確保し てく ださ い。  

  ウ 乳幼児の送迎時の駐車場利用について配慮し てく ださ い。  

 

５ －９  帰宅困難者等の支援等 

  東日本大震災時に県内においても 帰宅困難者が発生し たこ と を 踏まえ、 主に公共交通機関

を 活用する帰宅困難者の支援を目的と し て、防災備蓄倉庫などを整備し ています。こ れら の設

備の維持管理を 行う と と も に、 災害発生時には帰宅困難者の受け入れを行っ てく ださ い。  

 

（ １ ） 受入れ想定 

    大ホールで満員のイ ベント が行われているこ と を 想定し 、 3, 000 人程度（ 在館者 2, 000

人、 外部から の受入れ 1, 000 人程度、 ほか職員等） を想定し ており ます。  

避難場所は、大ホール、スタ ジオ、練習室、ホワイ エ、ロ ビーなどを想定し ており ます。  

 

（ ２ ） 関連設備 

   ア 防災備蓄倉庫 一階北側 52 ㎡（ 天井高さ 3. 8ｍ）  

     帰宅困難者が３ 日間待機でき る 食料、 水、 毛布のほか、 テント など災害時に活用 
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    でき る 物品を 備蓄し てく ださ い。  

   イ  イ ベント 広場 

     大型バスや災害対応車両などが駐車でき る耐荷重の駐車スぺ―ス、 マン ホールト イ

レ （ 15 基）、 かまどベンチ（ ３ 台）、 雑用水水槽を県で整備し まし た。  

（ ３ ） 地域住民の受入れについて 

    災害が発生し た場合、 近く の公共施設と し て総合文化芸術館に避難するこ と が想定さ

れますので、施設が被災する等受入れ困難な場合を除き 受入れを 行い、県や山形市と 協議

し 、 その後の対応を行う も のと し ます。  

（ ４ ） 帰宅困難者の受入れについて 

    総合文化芸術館の所在地である 山形市と 県は、 帰宅困難者受入れに関する 協定を 締結

し ていますので、実際に帰宅困難者が発生する 災害が起こ っ た際には、その協定に基づい

て受入れを行っ てく ださ い。  

（ ５ ） 備蓄品の更新、 設備の管理について 

    食料や水については、 消費期限が間近な食料等を 防災訓練で配布する など 有効活用を

図ると と も に、 消費期限が切れる前に指定管理者が更新を行っ てく ださ い。  

また、 かまどベンチなどの関係設備の維持管理を 適切に行っ てく ださ い。  

     

５ －10 総合文化芸術館に付置する管理用駐車場の管理運営 

  イ ベント 主催者への駐車スペース提供、 搬入・ 搬出スペースの確保等のため、 建物南側に管

理用駐車場を整備し まし たので、 適切に運用し てく ださ い。  

  一般利用者用駐車場について、総合文化芸術館の催事が行われる際には、魅力発信モールを

目的と し て来訪する 利用者へ提供する スペースが減る こ と や施設周辺の混雑が予想さ れます

ので、 魅力発信モール指定管理者と 連絡を 密にし てく ださ い。  

    

５ －11 公立文化施設協議会（ 公文協） の運営等 

  公立文化ホールに関する 共通の問題の研究、 情報の収集や各文化ホールと の連携を 図るた

め、 公益社団法人全国公立文化施設協会及び山形県内公立文化施設協議会に加入し てく ださ

い。  

   

５ －12 修繕についての考え方 

  指定管理者は、 施設、 設備等の状態を 常に把握すると と も に、 修繕・ 更新等が必要な箇所に

ついて随時県に報告・ 連絡し てく ださ い。  

  修繕の実施及び経費負担に関し ては、県は、施設又は県が整備し た設備等の経年劣化等に伴

う 改修・ 更新などで、 １ 件につき 50 万円（ 消費税及び地方消費税を 含む。） を超える 比較的大

規模な修繕を行う こ と と し ます。 指定管理者は、 １ 件につき 50 万円（ 消費税及び地方消費税

を 含む。） 以下の通常の保守点検の過程で生ずる部品交換や、 日常的な修繕等、 比較的小規模

な修繕を 行う こ と を 基本と し ます。 ただし 、 １ 件につき 50 万円（ 消費税及び地方消費税を含

む。） を 超える場合でも 、 緊急な修繕を 要する場合や特に必要と 認めら れるも のについては県

と 協議するこ と と し ます。  

  なお、修繕については年度ごと のばら つき が大き いこ と から 、一連の管理経費のう ち 修繕費

については年度ごと に精算するこ と と し ます。そのため、今回提出いただく 事業計画書の年度

別収支計画（ ５ 年分）の中の修繕費については、308 万 6 千円を 下限と し て算定し てく ださ い。
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各年度終了後、 修繕費の実績が 308 万 6 千円を 下回っ た場合は、 308 万 6 千円と の差額分を精

算するも のと し ます。 ただし 、 修繕費に不足が生じ た場合は、 県と 協議するこ と と し ます。  

 

５ －13 その他文化機能の管理運営に関し て、 知事が必要と 認める業務 

（ １ ） 事業計画書及び収支予算書の作成（ 毎年度）  

（ ２ ） 施設利用者を対象と し たアン ケート の実施による 意見・ 提言の把握 

（ ３ ）（ ２ ） に基づく 検証結果及びサービスの向上に向けた対応策の県への報告 

（ ４ ） 県と の連絡調整、 県から の照会に対する回答 

 

６  事業報告書等の提出 

 

（ １ ） 事業報告書 

   指定管理者は、 毎年度、 次に掲げる 事項を記載し た事業報告書を作成し 、 翌年度の４ 月末

日までに県に提出し てく ださ い。  

  ア 管理業務の実施状況及び利用の状況 

  イ  文化機能の利用料金の収入実績 

  ウ 管理業務に係る 経理の状況 

  エ その他知事が必要と 認める 事項 

 

（ ２ ） 指定管理者の財務諸表 

   指定管理者が引き 続き 安定的な業務執行能力を 有し ているこ と を 確認する必要があるこ

と から 、 指定管理者の法人等と し ての決算がまと まり 次第、 財務諸表（ 損益計算書、 貸借対

照表等） を提出し てく ださ い。  

   指定管理者が共同企業体である場合は、 個々の構成員の財務諸表を提出し てく ださ い。  

 

７  リ スク 負担・ 原状回復義務 

 

（ １ ） リ スク 負担 

   県と 指定管理者と の間におけるリ スク 負担は、 次のと おり と し ます。  

 

 

リ スク が生ずる原因 リ スク 負担 

区分 内容 県 指定管理者 

共  通 法令等の変更 

（ ※１ ）  

指定管理者が行う 管理運営業務に影響を 及ぼす

法令等の変更 
 ○ 

物価変動（ ※２ ） イ ンフ レ・ デフ レ  ○ 

金利変動 資金調達コ スト の増減  ○ 

第三者賠償 業務遂行に伴う 公害、 生活環境阻害等  ○ 

不可抗力 自然災害等に伴う 業務内容の変更・ 中止 別途協議 

申請段階 申請コ スト  指定管理者の指定申請時における費用負担  ○ 

資金調達 業務遂行に必要な資金の確保  ○ 

運営段階 施設競合・ 陳腐化 施設競合や陳腐化による利用者減少  ○ 

需要変動 周囲の状況変化に伴う 需要変動  ○ 

運営費の膨張 県以外の要因による運営費の膨張  ○ 
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施設・ 設備等の毀

損 

管理上の瑕疵による施設等の毀損  ○ 

上記以外による施設等の毀損 別途協議 

事故によ る 運営

障害 

管理上の瑕疵による運営障害  ○ 

上記以外による運営障害 別途協議 

債務不履行 

 

県による協定内容の不履行 ○  

指定管理者による協定内容の不履行  ○ 

損害賠償 

 

管理上の瑕疵による事故及び損害賠償  ○ 

上記以外による事故及び損害賠償 別途協議 

  ※１  法令等の変更により 施設設備等の改修・ 整備が必要なも のは、 別途協議する。  

※２  施設の管理運営に支障が生じ るよう な大幅な物価変動等が生じ た場合は、 別途協議する。  

 

（ ２ ） 原状回復義務等 

  ア 指定管理者は施設等の変更をし よ う と すると き は、あら かじ め県と 協議し 、承認を 得る

こ と と し ます。 また、 指定管理者の指定の期間が満了し たと き 、 又は指定を取り 消さ れた

と き は、 県が承認し た場合を 除き 、 指定管理者の負担により 、 速やかに施設、 設備等を 原

状に回復し なければなり ません。 こ の場合、 指定管理者は、 県に対し て、 移転料、 補償費

等費用の名目の如何を 問わず、 いかなる請求も でき ないも のと し ます。  

イ  指定管理者は、施設等を 汚損し 、 又は亡失し た時は、県の指示すると こ ろ により 原状に

回復し 、 又は損害を賠償し なければなり ません。  

 

８  危機管理への対応 

 

（ １ ） 通報 

   自然災害、 人為災害、 事故等のあら ゆる 緊急事態、 非常事態、 不測の事態には、 遅滞なく

適切な措置を講じ た上、 速やかに県及び関係機関に通報し てく ださ い。  

 

（ ２ ） 予防対策 

   魅力発信モール指定管理者と も 連携のう え、危機管理体制を構築し 、対応マニュ アルを作

成し て、 災害時の対応について随時訓練を 行っ てく ださ い。 また、 消防署等から 、 施設の不

備等の指摘があっ た場合は、 適切に改善措置を講じ てく ださ い。  

 

（ ３ ） Ａ Ｅ Ｄ の設置 

   Ａ Ｅ Ｄ を 施設利用者にも わかり やすい場所に設置し 、 常時使用可能な状態を 保つと と も

に、 施設内にＡ Ｅ Ｄ 設置場所の表示を行っ てく ださ い。  

また、 指定管理者は、 施設内で勤務する職員に対し 、 定期的に消防署の講習を受講さ せる

など、 Ａ Ｅ Ｄ の使用方法及び救急救命法等の知識や技能の習得に努めてく ださ い。  

 

（ ４ ） 各種保険への加入 

   指定管理者は、 不測の事態に備え、 自己の負担で、 必要な保険に加入し てく ださ い。  

 

９  物品等の帰属 
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（ １ ） 備付けの物品、 県が購入の上貸与し た物品については、 県に帰属し ます。 ただし 、 前記以

外で、 指定管理者が指定期間中に購入し た物品については、 指定管理者に帰属し ます。  

 

（ ２ ） 物品の使用及び保管については、 善良な管理者の注意義務をも っ て行う も のと し ます。  

 

（ ３ ） 指定管理者は、 県に帰属する 物品について処分を 行おう と する と き は、 原則と し てその都

度県に報告し 、 その承認を 得るも のと し ます。  

 

10 指定管理者が行う 情報公開 

 

（ １ ） 文書等公開の実施 

   指定管理者が行う 県の公の施設の管理に関し て作成し 、又は取得し た文書等について、文

書等の公開に関する手続き を 定めて、 公開を 実施するこ と と し ます（ ただし 、 指定管理者が

地方公共団体又は既に県の公文書開示制度と 同様の内容の文書等の公開に関する制度を 実

施し ている団体等である場合を除く 。）。  

   指定管理者の文書等の公開の実施に際し ては、 県の公文書開示制度において開示さ れる

情報と 同程度の情報の公開が確保さ れる よ う 留意する と と も に、 文書等の公開に関する 苦

情処理について外部の有識者等の意見聴取又は県と の協議を 行う など公正かつ適切に処理

さ れるよ う 配慮し てく ださ い。  

   なお、 県は、 文書等の公開の実施状況等について指定管理者に報告を 求め、 確認する こ と

ができ る も のと し ます。  

 

（ ２ ） 指定管理者が行う 行政処分の審査基準及び標準処理期間の公表 

   指定管理者は、 施設設置条例に基づく 利用許可や利用料金の免除等の行政処分を 行う こ

と と なる ため、 山形県行政手続条例（ 平成８ 年３ 月県条例第９ 号） の規定に基づき 当該処分

に関する 審査基準及び標準処理期間を公表するこ と と し ます。  

   公表は、指定管理者が管理を 行う 公の施設、指定管理者の事務所その他申請の提出先及び

県の情報公開窓口（ 行政情報セン タ ー及び総合支庁窓口をいう 。 以下同じ 。） における 資料

の閲覧並びにイ ンタ ーネッ ト 上や刊行物での公表その他適宜の方法によ り 行う も のと し ま

す。  

 

（ ３ ） 公の施設の管理運営に関し て提供又は公表が必要な情報の公開 

   当該公の施設の管理に関し て指定管理者が行う 各業務の責任者又は担当者の情報、 当該

公の施設の利用状況や企画事業等のお知ら せ等の当該公の施設の管理運営上公開すべき と

判断さ れる情報については、 必要に応じ て、 適宜の方法により 、 積極的に提供又は公表を 行

う も のと し ます。  

 

11 指定管理者に対する監督・ 監査 

 

（ １ ） 県は、 指定管理者が管理する 施設の適正な運営を 期する ため、 指定管理者に対し て、 当該

業務又は経理の状況に関し て報告を 求め、実地に検査し 、又は必要な指示を 行う こ と があり
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ます。  

 

（ ２ ） 県は、 指定管理者が県の指示に従わない場合や、 指定管理者の経営状況が著し く 悪化し て

いるなど、 施設の適正な管理に著し い支障が生じ る おそれがある場合は、 指定を 取り 消し 、

又は業務の全部若し く は一部の停止を命ずる場合があり ます。  

 

（ ３ ） 県又は監査委員が必要と 認めると き は、指定管理者が行う 管理運営業務に係る事務につい

て監査を 行う 場合があり ます。  

 

12 その他 

 

（ １ ） 公衆 WI -FI 環境の整備について 

県は、以下の位置にアク セスポイ ン ト を設置でき るよう 配線・ 配管工事を行い、館内に WI -

FI 環境を 整備し ています。 アク セスポイ ント の設置・ 運用経費については指定管理料の対

応と し ます。  

こ れら の位置以外にアク セスポイ ント の増設を 希望する場合は、 県と 協議し てく ださ い。

なお、 設置・ 運用経費は指定管理者の負担と なり ます。  

１ 階  ロビー３ 、 楽屋エリ ア８ 、 ショ ッ プ・ レ スト ラ ン２  

２ 階  ホワイ エ３ 、 楽屋エリ ア１  

３ 階  ホワイ エ２  

魅力発信モールエリ ア ２           計 21 ヶ 所 

 

（ ２ ） ホームページ等の開設・ 運営 

   ホームページやＳ Ｎ Ｓ を 活用し 、 施設利用案内、 利用規約、 利用料金、 催し 物案内等の公

開を積極的に行う と と も に、 リ アルタ イ ムの情報発信を 行っ てく ださ い。  

   ホームページを 作成する際には、 魅力発信モールの概要も 含めた総合文化芸術館全体を

網羅する 内容で構成するこ と と し 、魅力発信モール指定管理者と 調整のう え、リ ン ク の設定

などを適切に行っ てく ださ い。  

 

（ ３ ） 施設利用者へのＰ Ｒ  

   魅力発信モール指定管理者と 連携し 、 企画事業での魅力発信モールの利用促進チラ シの

配布、 電子案内板での情報発信、 ロビ ーへの案内板設置など、 魅力発信モールの周知に協力

すると と も に、 魅力発信モール利用者への事業周知にも 努めてく ださ い。  

 

（ ４ ） 県内の文化情報の発信 

   県内の文化プログラ ムや文化施設等、県内の文化情報を 収集し 、施設内及びＳ Ｎ Ｓ 等でタ

イ ムリ ーに発信し てく ださ い。  

 

（ ５ ） サポータ ー組織、 企業スポン サー制度等の構築について 

   総合文化芸術館の事業実施や運営に協力いただける 個人・ 団体によ るサポータ ー組織や、

スポン サーと し て企業から 協力し ていただけるよう な仕組み等について構築し てく ださ い。 
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（ ６ ） 自動販売機の設置 

   施設利用者への利便性向上の観点から 、 別添「 山形県総合文化芸術館施設概要書」 の平面

図に示し た位置に、 指定管理者が自動販売機を 設置するこ と を 認めるこ と と し ており ます。

設置経費（ 電気代等の諸経費を 含む） は指定管理者の負担と なり 、 収入については指定管理

者の収入と なり ます。  

 

（ ７ ） 光熱水費の徴収及び支払い 

   総合文化芸術館の本体施設、 別棟と なる 魅力発信モールエリ ア、 団体事務室、 イ ベン ト 広

場に係る 電気、 下水道、 暖房等の光熱水費については、 指定管理者あてに一括し て電力会社

等の各事業主から 請求さ れます。  

   よっ て、 所定の計算方法によ り 算出し た負担額を 魅力発信モール指定管理者又は団体事

務室入居者から 徴収し てく ださ い。  

  なお、ネーミ ングラ イ ツ に伴う 設備設置により 電気料が発生する 場合には、所定の計算方

法により 算出し た負担額を 命名権者から 徴収し てく ださ い。  

 

（ ８ ） 団体事務室等の取扱い 

  団体事務室、 管理用駐車場の一部、 楽器庫、 敷地内の一部について、 県で行政財産目的外

使用許可を 行う こ と があり ます。  

利用団体が決定し た段階で、 指定管理者と 施設の管理運営について調整を 行っ てく ださ

い。  

 

（ ９ ） 環境への配慮 

   指定管理者は、 自ら が行う 事業活動において省エネルギーや省資源等に可能な限り 取組

むと と も に、 規制を 受ける環境関係法令等を 確実に遵守する と と も に、「 エネルギー管理標

準」 に基づき 環境負荷の低減に努めてく ださ い。  

   なお、 温室効果ガスの削減等、 環境負荷の低減に向けた取組みに当たっ ては、 山形県環境

保全率先実行計画（ 第５ 期） の内容に留意し てく ださ い。  

 

（ 10） 再委託の制限 

   指定管理者は、業務の全部について第三者に委託し 、又は請け負わせる こ と はでき ません。

また、 業務の一部についても 、 県の承諾がある場合を除き 、 第三者に委託し 、 又は請け負わ

せるこ と はでき ません。  

 

（ 11） 関係法令等の遵守 

   指定管理者は、 業務の遂行に当たり 関係法令等を 遵守し なければなり ません。  

   各関係機関への届出等は速やかに行っ てく ださ い。  

   消防法により 、 自衛消防訓練（ 総合訓練） を年２ 回以上実施するこ と が定めら れています

ので、 消防計画等に沿っ て必ず行っ てく ださ い。  

 

（ 12） 帳簿等の整備・ 保存 

   指定管理者は、 業務委託関係契約書、 管理関係業務記録簿、 物品台帳、 会計関係帳簿、 賃

金台帳、 その他法令で定めら れた届出等、 業務に関する帳簿等を 整備し 、 ５ 年間当該帳簿等
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を 保存し なければなり ません。  

 

（ 13） 業務引継ぎ 

指定管理者に指定さ れた後、 速やかに現在の関係者等と の業務引継ぎに入る こ と になり

ます。  

なお、業務引継ぎ及び管理運営の準備に要する費用については、指定管理者の負担と し ま

す。  

また、指定管理者は、 指定期間終了若し く は指定取消等により 業務を 引き 継ぐ 際には、円

滑な引継に協力し 、 必要なデータ 等を 遅滞なく 提出するも のと し ます。  
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倉庫８

女子WC2

救護室HCWC2

授乳室１
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倉庫２
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産直レスト ラ ン・ カフ ェ

EV4

企画室 応接室
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搬入室２

給湯室2給湯室1

( 団体事務室前)
廊下
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ピロティ ー
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Ｐ Ｓ Ｅ Ｐ Ｓ

オーケスト ラ ピッ ト

歩道
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Ｎ

竣工図
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音響反射板

音響反射板

切り 床

75A

RD

RD75A

F( W×H)

代進

Ａ Ｄ
※※

※※
※※

SG

H

OF

※

※※

※※

化

床

（ 屋 内H150, 屋外 H500)

( A052詳 細参照)竪樋( SUS304 75A HL)

竪樋( 炭素鋼管100A 防露巻)

排水溝 （ ｸﾞ ﾚｰﾁﾝｸﾞ 蓋）

ルーフ ド レイ ン( 100A)

ルーフ ド レイ ン( 75A) Ｗ Ｗ ： ダ ブ ル ス タ ッ ド 両 面 貼
( 無 ) ： ス ラ ブ ま でＫ Ｗ ： シ ン グ ル ス タ ッ ド 片 面 貼
Ｃ ： 天 井ま で

１ 方枠（ Ｗ×Ｈ記入箇所は３ 方枠と する）

押出成 形セ メ ン ト 板

軽鉄壁 特

特

不

不

不

特定防火設備（ 感知器連動閉鎖）

代替 進入口

不燃扉（ 感知器連動閉鎖）

不燃扉（ 常時閉鎖）

不燃扉（ 随時閉鎖）

凡例

( 無) ： 耐火な し ( 無 ) ： 遮音な し

壁符号 （ 耐火 ） ・ （ ス タ ッ ド 種 別 等） ・ （ 遮音 ） ・ （ 間仕 切高さ ）

Ｇ ： 遮 音あ りＦ ： 耐火あ り
建具記号

家具記号

雨水排水枡( 化: 化粧蓋)

マンホール( 600φ)

床点検口( 600□)

機 械基礎

補助散水栓

スト レッ チャ ーガード

コ ーナーガード

屋 内手摺

水の 流れる 方 向

オ ー バー フ ロ ー 管

点字鋲（ 注意喚起用、 誘導用）

雨水排水横引き （ 上階ス ラ ブ 下）

サイン記号

床 レ ベ ル

( 特記なき±0)

( 特記なき-10)

仕上

躯体

展 開符号

Ａ

ＢＤ

Ｃ

防火設備（ 随時閉鎖）

特定防火設備（ 常時閉鎖）

消 火 器 ボ ッ ク ス ( 床 : 床 置 )
Ｌ Ｗ ： シ ン グ ル ス タ ッ ド 両 面 貼

PROJECT NO.

DRAWI NG NO.

DATE SCALE

１ 級建築士事務所　 管理建築士【 １ 級建築士登録】 第１ ８ ５ ７ ７ ０ 号　 　 田 中　 晃

【 １ 級建築士登録】

  第３ ２ ９ ４ ５ ９ 号　 　 今 田　 治 宏

平成２ ８ 年度　 山形駅西口拠点施設( 仮 称)

Ｈ １ ４ １ ２ １

（ Ａ １ ） １ ： ２ ０ ０  

（ Ａ ３ ） １ ： ４ ０ ０  

新築（ 建築 ） 工事

２ ０ １ ９ ． ０ ９

 別紙１ －１ （ 全体）



盤

F: 131. 27

33 , 150

36 , 046. 9

　 ( B-D)

　 ( B-D)

F: 設計GL-平均GL

PROJECT NO.

DRAWI NG NO.

DATE SCALE

PROJECT NO.

DRAWI NG NO.

DATE SCALE

【 １ 級建築士登録】

  第３ ２ ９ ４ ５ ９ 号　 　 今 田　 治 宏

１ 級建築士事務所　 管理建築士【 １ 級建築士登録】 第１ ８ ５ ７ ７ ０ 号　 　 田 中　 晃
Ｈ １ ４ １ ２ １

（ Ａ １ ） １ ： １ ０ ０  

（ Ａ ３ ） １ ： ２ ０ ０  
２ ０ １ ９ ． ０ ６

平面図

令和元年度　 山形 県総合文化芸術館

Ａ ー１ １ ９

雁木等　 新築 （ 建築） 工事
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電気通線用
縦樋 縦樋 縦樋 縦樋 縦樋 縦樋

床仕上 げ雁木 工事範囲
床仕上げ
別 途工事

縦樋縦樋 縦樋 縦樋 縦樋

道路境界線 道路境界線

縦
樋

雁木 工事範囲

縦
樋

別途工事 範囲

道
路

境
界

線

縦
樋

縦
樋

縦
樋

縦
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目隠し 塀

足元開口 足元開口 足元開口 足元開口 足元開 口 足元 開口

ご み庫
→
本
体
軒
先
線

As舗装 外倉庫
縦樋 縦樋縦樋 縦樋 縦樋 縦樋GASﾒ ﾀーｰ上部AG1 上部AG1 上部AG1 上部AG1 上部AG1盤 盤

上部AG2×2SD1

FRP既成側溝・ 樹脂製ｸﾞ ﾚ ﾁーﾝｸﾞ 蓋給湯床点 縦
樋

床点WC
FRP既成側溝・ 樹脂製ｸﾞ ﾚー ﾁﾝｸﾞ 蓋

TB
2

ｽﾀｯﾌﾙー ﾑ TB
1

WC前室
TB3厨房

FRP既成側溝・ 樹脂製ｸﾞ ﾚー ﾁﾝｸﾞ 蓋 LSD2
男子 WC 女子WC

-50 ±0 縦
樋GW充填

LSD1 HCWC
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W
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LSD3

レ ス ト ラ ン

GW充填
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St W2b St W4 StW1 St W4 St W1 St W4 St W4 StW2

イ ベント 盤
縦樋 縦樋 縦樋 縦樋 縦樋 縦樋

凡例

室外機設置場所で屋根無し の空間と なる 。

目隠し 塀（ 通気孔有り ） で隠し ている。

延
焼
の

恐
れ
の

あ
る

範
囲

隣
棟

間
の
中

心
線

隣棟間距離
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変 更 後

A: 131. 1

G: 131. 1

B: 131. 1

D: 132. 1

E: 132. 1

5, 000

D: 地盤面 E: 設計GLから の G: 平均GLから の
A: 周長( m) B: 設計GL(m) C: 展開図の面積

　 ( C÷A) 　 建物高
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D: 地盤面 E: 設計GLから の F: 設計GL-平均GL G: 平均GLから のA: 周長( m) B: 設計GL(m) C: 展開図の面積
　 ( C÷A) 　 建物高

5, 000

4
,
28

5

1,
5
50

2
,5

1
0

1
,6

95
1
,2

35

2
,5

1
0

6
,
28

5

5, 910

①

③

②

⑤

⑥

④

1, 440

3, 7 00

更衣室

SD
4

手洗い

機械基礎： 300×1000×500 4箇所

200× 800×500 2箇所
配筋： D10@150縦横 端部D13
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敷地内通路

↓折板屋根軒先
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F: 131. 27

33 , 1 5 0
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160. 3929

建築面積： 363. 43㎡

専用廊下
3室以下の

客席

個 室
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1
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35, 596
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E: 132. 1

E: 132 . 1
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00

47. 9880 0. 29919 -0. 299 4. 751

132. 1：

上部StW9

消火器

▼

上部StW9

↑オーニング( 不燃材料、 別途工事) ↑オーニン グ( 不燃材料、 別途工事)
↑オーニン グ( 不燃材料、 別途工事)

排煙オペレータ ー( H1300) 位置を示す

※オーニングは閉店時に収納するため、 床面積に含まない。
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縦樋 縦樋

 別紙１ －２ （ 別棟詳細）


